
幼竹の皮100％を原料にした大阪産の手漉き紙

〈製造のプロセス〉

不純物を取り除いて原料

を煮ます。

ビーターという機械で

繊維を取り出します。

取り出した繊維です。

漂白する場合もあります。

1枚ずつ漉いた後、脱水と

乾燥を行います。

大阪産手漉き紙の復興プロジェクト

放置竹林解消× 未利用農産物の資源化× 地域活性化

なにわ紙 naniwashi.jp 株式会社 大同印刷所 did.co.jp

放置竹林の資源化に取り組むNPOと連携し、幼竹メンマの原料のうち

非可食部として廃棄されていた部位を紙の原料として資源化。

木材パルプを全く配合しない廃棄物100％を原料に、和紙と同様の製

法によりつくられる手漉き紙。

昭和初期に途絶えた大阪産の手漉き紙の復興を目指す。

代表自ら竹林整備に携わり、ワークショップを開催するなど里山アク

ティビティの開発にも取組み、紙づくりを通じて地域課題の解決に挑む。

※受注生産品



わくわくするヒト・モノ・コトづくり

地域×大学×企業

紙づくりで挑む地域課題の解決

なにわ紙 naniwashi.jp 株式会社 大同印刷所 did.co.jp
〒559-0022 大阪市住之江区緑木2丁目1-1
TEL 06-6453-2041 / FAX 06-6453-2003

様々な植物性廃棄物の利活用や、放置竹林の解消に向けた
取組みについてのご相談も承ります。

・竹由来製品の開発

・放置竹林問題の資源化

・地域活性化

・竹林整備に関わる人材育成

・里山体験のコンテンツ化

・域学連携の伴走支援

竹林整備 竹BBQ 紙漉きワークショップ 鉛筆づくり

お問合せ・ご相談は
担当：大西まで
you@did.co.jp
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